
北海道におけるレベル分類（抜粋）

○ 本道の医療提供体制は、札幌市への高度医療の集積、地方部の医療資源の偏在といった特
徴から、３次医療圏を単位としてその体制を整備しつつ、必要に応じて圏域外への搬送を行
い、機能を補完している。

○ このため、レベルの運用については、原則、全道域で行いつつ、人の往来が多く、感染拡
大の中心となってきた札幌市内における対策の重要性を踏まえ、札幌市を対象とした運用を
行う。その上で、対策を講じる際には、札幌市への通勤や通学による感染の広がりなども考
慮し、周辺市町村を対象とすることについても検討を行う。

○ さらに、地域の感染状況等については、適切にモニタリングを行い、分かりやすく発信す
るとともに、医療への負荷の状況を踏まえつつ、感染の広がりや他地域に波及する可能性等
を考慮しながら、地域を限定した対策を個別に検討し、機動的に取り組む。
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レベル 移行指標 対応の目安

0
感染者
ゼロレベル

一定期間（２週間程度）新規感染者数
ゼロの日が継続

○基本的な感染防止行動の実践の促進

1
維持すべき
レベル

新規感染者が散発的に発生
○特に感染リスクが高まる場面や行動に
留意した基本的な感染防止行動の実践
を働きかけ

２
警戒を強化
すべき
レベル

①「病床（又は重症病床）使用率」が
20％を超える

②「新規感染者数」が10万人あたり15
人/週を超える

③「療養者数」が10万人あたり20人を
超える

①～③の全てを満たす

○感染リスクが高まる場面や行動の回避
を要請等
○一定期間（２週間程度）感染の拡大が
継続する場合には、さらなる制限を伴
う要請を行うとともに、まん延防止等
重点措置の国への要請を検討
○さらに、感染の拡大が継続する場合に
は、レベル３への移行も見据え、緊急
事態措置の実施について国と協議

3
対策を強化
すべき
レベル

「病床（又は重症病床）使用率」が
50％を超える

○緊急事態措置又はまん延防止等重点措
置の下で、強い制限を伴う要請

4
避けたい
レベル

「病床使用率」が100％を超えるおそ
れがある

○さらなる強い制限を伴う要請
（例）外出自粛、飲食店の休業、施設の
使用停止、イベントの中止、公共交通
機関のダイヤの大幅見直し、職場の出
勤者数の大幅削減等

２ 移行指標及び対応の目安

◆移行の判断に当たっては、将来の病床数を予測するツールに加え、感染経路不明割合や陽性率
など様々な指標をモニタリングし、感染状況等の分析や評価を行う。

◆変異株の影響により感染拡大が急速に進む場合など、必要に応じ、レベルの移行や対策を前倒
しする。

１ 地域を対象とした運用
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